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2008年はエンドユーザーによっ
て単独操作ソフトウェアや映像
分析機器、ANPR(ナンバープレ

ート自動認識装置)、建造物オートメー
ションなどの優れた機能を備えて統合
化されたシステムに継続的な需要があ
るだろう｣とADI-Gardiner社EMEAマー
ケティングディレクターColin Kramer
氏は述べている。｢無線技術はアクセ
ス制御におけるキーとなる通信手段と
なり、多くの製品はこれを採用し、映
像セキュリティにおける先端技術とな
るだろう。さらにPoEの利用度も上昇
し、システムの効率を上げるだろう｣
と語っている。

Frost&Sullivan社のオート
メーション&エレク
トロニクス上級
研 究 員 で あ
るArchana 
R a o 氏

は次のトレンドとして末端でのアプリ
ケーションに需要が生まれ、
交 通 関 連 、 ス タ ジ ア
ム、小売業におけるノ
ンセキュリティ監視ア
プリケーション(群集分
析)や駅による混雑検知
などに需要が
あると考

えており、生体認証による
システムも成長を見せると
考えているようだ。

Rao氏はさらに、全サブシステムか
らの情報で構成する全体的なアプロー
チにより広範囲な対応ができるように
なると想定しているようで、｢単一の
接続ですべてのサブシステムと接合し
て、指令および制御プラットホームを
実現している装置が完全な全貌を提供
する。そしてビジネスが複雑になるに
従い、単一接続におけるセキュリティ
管理および非セキュリティシステムと
いったソリューションに対する要求は
ますます増大するだろう｣と述べてい
る。

研究開発はさらに進み、｢既存のセ
キュリティ技術以上に集中した技術が
広範に求められるようになるだろう｣
とJohnson Controls社上級マーケティ
ングマネージャーJohn Fenske氏は述
べている。メーカーはオープンシステ
ム・アーキテクチュアと同じように中
核となるIP技術の可能性を強化し、シ
ステム構築者は設計および設置におけ
るネットワーク基盤を拡大していくと
思われる。

「防犯対策への期待はこの数年でま
すます高まりを見せるだろう。多くの
人々が利用可能な技術を理解し始めて
きてそれに対する期待感を持ち、そし
て完全な答えを得られるだろうと期待
している」と語るのはFenske氏であ
る。

これに応えるために、企業は売り上
げを上昇させるために商品開発にかけ
る時間を短縮する必要があり、タムロ
ン社特機事業本部増成弘治副本部長は
「いまセキュリティ業界では皆がスピ
ードアップする必要がある」と述べて

いる。

製品
警報システム

AES Intellinet Corp社のCOOである
Mark Brandstein氏によると、｢セキュ
リティ技術における発展とは、網目の
ようにIPネットワークを備えた技術に
よる広帯域性、他の遠隔通信やイベン
ト監視の需要に対する技術なども包含
している」とのことである。

従来の有線電話サービスなどは携帯
電話、ネット電話などに変遷してきて
いるが、携帯電話やインターネット電
話などは警告通信としてうまく作動す
ることができず、さらに毎月の費用が
必要であるため、警告通信におけるメ
ッシュラジオ、プライベートラジオ
(パブリックラジオと対比して)の価値
や魅力を大きく高めているのである。
そして遠隔による火災警報中央監視は
経済発展の著しいインド、中国、ラテ
ンアメリカの一部において急速にニー
ズが高まってきている。

監視システム

｢ビデオ内容分析ソフトウェアによ
り、できるだけ多くの映像ファイルを
保存しておくことは非常に重要なこと
である｣とAMG Systems社営業部長の
Sara Bullock氏は述べていて、続け
て｢ビデオ信号を圧縮してしまう
とその映像の重要な情報は破棄さ
れてしまい、決して元に戻すこと
ができない｣と語っている。

｢市場は次の『うねり』へと動い
ており、IPカメラを備えたネット

ワークビデオ監視、IPビデオサーバ
ー、NVRを利用するようになってきて
いる｣とPixim社販売マーケティング部
副部長のJohn Monti氏は述べ、｢この
『うねり』が次のサーベランス業界を形
成するだろう｣と語っている。そして｢
すでにネットワーク関連企業が市場に
参入して、今後半導体やソフトウェア
そしてIPカメラ、ネットワークDVR、
IPビデオサーバーの一段の改良ととも
に、ネットワーク監視は集約化され統
合化されるであろう｣とも語っている。

ビデオ監視は交通機関、末端分野に
おいて新しいアプリケーションを模索
しており、周辺監視アプリケーション
におけるWDR(広範信号帯域)監視の
重要性が増してきている。

｢2010年から2015年までに、ビデ
オ占有量により音声および他のデータ
がインターネット上で配信できるよ
うになるだろう｣とMilestone Systems
社法人営業主任のEric Fullerton氏は述

べ、｢IP技術が
先 導 役 と な
る｣と話して
くれた。さ
ら に 記 憶 装

置環境におい

電子化したセキュリティ産業はこれからの５年間成長を続けるだろう。本誌では世界各地のベンダーおよ
び調査機関と2008年におけるこの業界の発展について意見を交換した。

2008年 
セキュリティ専門家が
今後の成長を予測

Pixim社  販売マーケティング部副部長  John  Monti氏

GINNY LU, A&S国際版 エディタ
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ても革新は進んでおり、さらに信頼
性が高くなってきている。たとえば
SSD(Solid State Drive)などはフラッシ
ュメモリを含めて全体を構成するよう
になってきていて、稼動部もないた
め劇的に性能を向上させている。こ
れらのドライブは１秒間に100Mバイ
トもの読み取りや書き込みができ、
MTBF(平均故障間隔)はおよそ２百万
時間で、228年という計算になるので
ある。

｢IPカメラが一般的になるに従い、IP
ベースカメラのメーカーは分析機能を
カメラに加えることにより付加価値を
つけていくであろう｣とFullerton氏は
話しており、｢実際のところ異なる方
法で価値がつけられているため、エッ
ジ(カメラ内)およびヘッドエンド(サ
ーバ)の両方に分析機能が必要である｣
と語っている。

Axis Communications社創設者で取
締役のMartin Gren氏は｢末端アプリケ
ーションは末端だけが処理能力を持っ
ても意味がないということをうまく示
している。たとえば店内の誰かをある
定義により追跡するにはサーバベース
でなければならない。MPEG-7のよう
なメタランゲージがエッジにおいて処
理するであろうが、少なくとも末端に
おいてはほとんどの処理はサーバから
得られるのである｣と語っている。

｢メガピクセルカメラは今後もさら
に強化され続けるであろう｣とioimage
社マーケティング副部長のDvir Doron
氏は述べている。彼は｢セキュリティ
担当者は犯人を容易に見つけられるよ
うな、より良い探知機能や高解析度を
求めている。高解析度とはフルIP化や
ネットワークの拡大を意味しているの

ではなく、新しいカメラにより対象を
ズームアップした際にはっきり見える
ようになることを意味している｣と話
している。

カメラ-to-カメラ、自動監視という
のがもうひとつの時流になっている。
｢今日のほとんどのビデオ監視ソフト
ウェアは、人が行なう意思決定や対処
を代行することができないのであり、
ioimage社は自動で複数発生している
出来事を結合することにより、制御室
の操作担当者の業務軽減に取り組んで
いる。たとえば侵入者が固定カメラに
より表示されたとき、PTZが自動でそ
の方向に向きを変え、彼らをロックオ
ンし固定カメラの撮影範囲を超えても
フォーカスを保ってくれる｣とDoron
氏は話してくれた。

Magal Security Systems社マーケテ

ィング副部長のAdam Rosenberg氏に
よると、｢ローカルソリューションの
ためのいわゆる『機械』を開発するこ
とにより進歩は続くだろう。ビデオ分
析と生体認証分析は２つのアイテムで
ある。ビデオ分析が非常に見世物的だ
が、カメラ自体が見つけられないもの
を見るという解決策を持っている人は
いないのである。企業はこの『機械』で
宝箱を探しているが、企業はセキュリ
ティにおけるエッセンスを捉えていな
いのであり、進歩はソリューション全
体と技術の組み合わせにより成し遂
げられなければならない｣と語ってい
る。

アクセス制御

｢SaaS(Software as a service)モデル
はあらゆる業界で見ることができるよ

うになった｣とBrivo Systems社マーケ
ティング部長のMeredith Esham氏は述
べている。企業は高価なライセンスを
購入するよりも必要な機能だけを購入
することができるSaaSのほうが効率的
と理解しているのである。SaaSは彼ら
に本来の業務に集中させ、セュリティ
システムの選択などに時間を費やす必
要をなくし、低コストで利便性を追求
し、容易に設置して利用することがで
きる事実をもたらしてくれる。

セキュリティシステム、ITの集中化
を通して、多くの組織が革新的な方法
でそれぞれの財産を守っている。電子
式セキュリティ機器はすでに導入され
ている通信手順および基盤整備を利用
しているにもかかわらず、多くの情報
を集約し供給し多くの利益をもたらし
ている。通常は本来業務を中断させな
いために利用されていたが、今ではこ
れらの機器は戦略的なビジネスツール
として用いられるようになっている。
さらに統合化を利用しビジネスの幅を
広げ利益を拡大しているようだ。

アクセス制御システムの次の革新的
な技術としては、ドアにIPベースのネ
ットワーク機器を取り付けるというこ
とになるだろう。ローカルネットワー
クによる管理のため、データベースや
ウェブサーバを備えたドアネットワー
クアダプタは他の機器として構成され
るようになるだろう。

生体認証

Frost&Sullivan社によると、生体認
証が北米で最も急進的なアクセス制御
の手段として登場してきている。これ
は特に空港、駅などでの登録という
作業において非常に大きな働きをし

ていることであり、INCITS社および
ANSI社はBioAPI標準を認めており、
INCITS358-2002情報技術－BioAPI仕
様およびCBEFF(common biometric 
exchange file format)は国際協調を増
幅している。

垂直的な市場
Doron氏はさらにスペシャライズさ

れたビデオ分析アプリケーションを見
越している。｢落書きは非常に厄介な
ものになっており、列車や街にある像
にも影響を及ぼしている｣と語ってお
り、車上荒らしや荷物泥棒の防止など
にも注目している。

｢高度なネットワークカメラが独特
な要求に応え市場を垂直化するだろう｣
とLumenera社のセキュリティ市場開
発部長であるJohn Recesso氏は述べて
いる。そして｢泥棒などを監視するす
ばらしいソフトウェアアルゴリズムが
犯罪を解決する際の決定的な手段とな

りうる｣と続ける。
｢地方政府関連ビルには連邦標準が

採用されている｣とVisual Defense社
CEOのDagan Sadeh氏は述べている。
そして彼は｢したがって拡大地域のセ
キュリティシステムを垣間見ることが
できるのであり、政府はさらに交通機
関に対して基盤整備して、セキュリテ
ィ関連の予算を設けているのである。
またこれと同時に監視における携帯セ
キュリティソリューションやバス、列
車の監視はさらに強固で高度なものに
なり、政府の投資に見合うものとなっ
てきている。またこれら携帯セキュリ
ティ技術の採用はさらに急速に広がり
を見せている｣と話してくれた。

世界中の空港ではセキュリティの強
化に大きな重圧がかけられており、一
段と最新のセキュリティ技術を採用
し、人々が安心して旅行ができるよう
図っているのである。

テクノロジーの成長に伴い、アクセスコントロールシステムは絶え間なく伸びている。

AMG  Systems社  営業部長
Sara  Bullock氏

Axis  Communications社 
創社者及び取締役  Martin  Gren氏


